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当社初の英国事業 
ロンドンの好立地オフィスビル「Capital House」を取得 

 
ダイビル株式会社（社長：丸山 卓、本社：大阪市北区、以下「当社」）は、英国現地法人 Daibiru 

UK Limited を通じ、ロンドン・シティ所在のオフィス・商業ビル「Capital House（以下「本物
件」）」の 100%持分を、英国大手不動産運用会社 Barings Asset Management 運用下のファン
ドから取得いたしましたので、お知らせします。本件は当社にとって英国初進出案件で、取得額
は約 320 億円規模となります。 
 なお、MOL（EUROPE AFRICA）LTD.を含むロンドンを拠点とする商船三井グループ企業が本物
件に事務所を移転する予定です。 

 ロンドン・シティの金融街 Bank 駅から徒歩 1 分の好立地、高環境性能 

本物件はロンドン・シティの中心部に位置する Bank 駅
から徒歩 1 分の好立地に位置します。Bank 駅は主要な地
下鉄 3 路線が接続するなど非常に交通利便性が高く、ま
た駅周辺にはその名の通りイングランド銀行や王立取引
所（Royal Exchange）が位置するなど、古くから金融街の
中心として栄えてきたエリアで、現在も多くの世界的な
金融機関が同駅周辺に拠点を構えています。 
 本物件は 2021 年から実施している大規模な改修工事に
より環境性能が向上し、英国で重視される各環境認証に
おいて EPC で B ランク 1（最高位 A）を取得予定、BREEAM
で Excellent2を取得しています。 

 当社初の英国事業 

当社は「ダイビルグループ中長期経営計画 2035ʻʻBUILD NEXT.ʼʼ」（2023 年度策定）において、
海外事業戦略を国内事業戦略、新規事業戦略と併せ３本柱の一つに位置付け、その重点施策
の１つとして「新規投資国への投資」を掲げております。本物件の取得は当該計画の具現化で
あると同時に、英国が当社にとってベトナム、豪州、米国、インドに次ぐ 5 か国目の海外進
出先です。 
 Forbes2000 企業の本社が多く拠点を構えるロンドンのオフィスマーケットは流動性・透明
性が高いコア市場として世界中の投資家にとって非常に魅力ある市場とされており、Brexit を
経ても国際金融センターとしての地位を確立しています。当社は本物件を当社海外事業におけ
るコアアセットとして、商船三井グループの安定利益の創出に資するものと位置付けており
ます。当社は、商船三井グループの海外ネットワークも活用しながら、これまで以上に英国を
含む海外投資に積極的に取り組んでまいります。 

 
1 EPC（Energy Performance Certificate）：環境規制の一環で導入された英国の制度で、建物のエネルギー効率を評価する指標。A～
G の 7 段階で格付けされ、A は最もエネルギー効率が高いことを示す。 
2 建物の環境性能を評価する英国発の国際的認証制度 

https://www.daibiru.co.jp/_assets/pdf/news/2023/20230518171751116s.pdf
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 物件概要 

9 階テラスよりセントポール大聖堂を臨む 

 

 

 

 
 
 

 
 位置図 

 
 

以 上 

 
【お問合せ先】ダイビル株式会社 海外事業部 TEL：06-6441-1371 

本物件

Bank駅

イングランド銀行

ロイヤル・エクスチェンジ

Liverpool Street駅

Cannon Street駅

Monument駅

Fenchurch Street駅

物件名 Capital House 
所在地 85 King William Street, London, EC4 
竣工 2003 年（リニューアル工事済） 

敷地面積 21,170sq ft（約 1,970 ㎡） 
貸床面積 121,489sq ft（約 11,300 ㎡） 

階数 地上 9 階、地下 2 階 


